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 【ＣＦＣＪ メールマガジン】No.２４（２００６年５月１５日）
 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
昨日は母の日でした。母の日は、２０世紀初めにアメリカのある女性が、母親を追悼するため、教会でカーネーションを配ったことに始まり、母への感謝の気持ちを表す日となりました。日本へは大正時代に教会を通じて伝わった、ということです。お花を贈ったり、食事に招待したり、お料理を作ったり、みなさんはどのような母の日を過ごされましたか？
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●　ＣＦＣＪライブラリー
●　テーマ投稿「セカンドステップ　ちょっとした疑問・質問」
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  ◇　研修会ファシリテーター募集
●　研修会のお知らせ
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●　５周年「聴いて！語って！セカンドステップ」
今号では、本会指導講師でもある山形大学の宮崎先生の講演と木村智則さんの研究コンペ発表の概要をお伝えします。
「セカンドステップの成果を現場に根付かせるためには」

山形大学　教育学部教授　宮崎昭先生

当日配布資料　http://www.cfc-j.org/miyazaki5th.ppt （こちらをクリックしてください。）

セカンドステップが世界的に広がっている背景には、ＥＱ（心の知能指数）自己認識や社会認識、人間関係の管理能力など、感情が人々と組織を動かす重要な要因であると言われていることがあります。　これは、ＳＥＬ（社会的情緒的学習）にて感情の認知と扱い方、他人との共感的な思いやりのある対人関係を学ぶことができます。

日本でも今年度より公教育にセカンドステップが導入されるなど、このＳＥＬの重要性が高まってきています。

日米でのスタッフトレーニングを比較すると、アメリカのトレーニングの最後に現場での適用という項目がありますが、日本の研修会では、現場への導入計画が組み込まれていません。これは日本にて対応すべき課題です。

今後、現場へ無理なくセカンドステップを導入するにあたって、ＣＦＣが作成した「セカンドステップを効果的に導入するために必要な事柄」という資料http://www.cfc-j.org/introduction5th.doc(こちらをクリックしてください。)

 がありますので、参照してください。また、「役割ごとの実践上の課題」という資料http://www.cfc-j.org/training5th.doc (こちらをクリックしてください。)にて、組織で実践する際のワークシート、実践計画を立てる際のワークシートがありますので、導入に際して、それぞれの現場の問題などを整理するためにお使いください。
最後にセカンドステップを進めていく際大切なことは、ポリシーです。セカンドステップは子どもが社会的に自分の願いを実現するための技術です。ですので、セカンドステップが身に着けばつくほど、手ごわい子どもになっていく、ということです。セカンドステップは親や教師の思い通りに子どもを行動させるためのものではありません。

「小学生の攻撃性変容におけるセカンドステップの効果の検討」

山形大学　教育学部　生涯教育課程　発達臨床教育コース　木村　智則さん

当日配布資料　http://www.cfc-j.org/kimura5th.ppt （こちらをクリックしてください。）

山形県内の小学生1年生を対象に、セカンドステップを実施した実験群と実施しない統制群に分けて、事前と事後にそれぞれ子どもの行動チェックリスト（CBCL）のうち攻撃性尺度と社会性の問題尺度を使用して測定しました。
その結果、実験群に関して、攻撃性において現象が見られました。項目では、「他人に残酷でいじめたり、いじわるしたりする」「人に暴力をふるう」「時や場所をわきまえずにおしゃべりをする」「クラスの規律を乱す」について、実験群についてのみ変化がみられました。

今後の課題としては、1年～2年という長期の変化の追跡が必要であると考えます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● 私のセカンドステップ
 　
このコーナーでは、毎号レッスン１から順番に、レッスンで実践者が学んだこと、感じたこと、工夫してみたこと、レッスン中の子ども達の発言や様子、レッスン後の子ども達の変化など、そのレッスンにまつわることを寄せていただき、皆さんでセカンドステップでの経験を共有、共感できる場にしていきたいと思います。
レッスン３「相互理解　気持ちⅡ」
レッスン３では、レッスン2に続き、自分の気持ちを表現し、また、相手の気持ちに共感して、理解し合い、思いやりある関係をつくることをねらいにしています。
 　
　◇　植村圭子さんからの投稿です。　◇
「プレゼントをもらって、嬉しい。」「雨が降ってきてびっくりした。」「サンドウィッチがまずかった。」など、カードの回答とは異なりますが、子どもたちはカードに示されている状況をよく読み取って、気持ちを理解しようとします。
次号は、レッスン４「同じ気持ち・違う気持ち」です。
たくさんの経験談やレッスンの様子をmmm@cfc-j.org <mailto:mmm@cfc-j.org>でお待ちしております！ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

● 単行本「キレない子どもを育てる　セカンドステップ」出版のお知らせ
皆さん待望の単行本『キレない子どもを育てる　セカンドステップ』が完成し、 ４月２３日より発売を開始いたしました。
シアトルＣＦＣでは、この本を受付にてディスプレイしている、とのこと。スタッフはもちろん、ＣＦＣを訪れた方々がこの本を見て、”excited”　しているそうです。ノルウェーやフィンランドなどの実践国の方々からも好評の表紙デザインはホームページにてご覧いただけます。http://www.cfc-j.org/training/text_info.html#book　
定価は１，２００円（消費税込）。会員の方へは１，０００円にて販売いたします。一般書店での販売はしませんので、ご希望の方は、ホームページもしくは直接事務局にお申込下さい。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
· ＣＦＣＪライブラリー

『読むクスリ』（№１～№３７）

著：上前淳一郎　発行所：文藝春秋

　

１９８４年から２００５年まで３７巻まで発行されたシリーズ。様々な場で活躍する人の楽しくも心に残るちょっといい話やおもしろい話。人と人のつながりや気持ちが温かく、人ってなかなかいいな・・・と思わず思ってしまう、まさに読むクスリ。読んで、思わずクスリと笑ってしまう、という意味もあるそうです。

（福崎　由衣）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

● ５月６月のテーマ「セカンドステップ　ちょっとした疑問・質問」　
今回は、前号で触れました、ＣＦＣの虐待防止プログラム「Talking about Touching」についてその内容を少しお伝えします。

いたずらや虐待は顔見知りの人から受けることが多いことから、プログラムでは、誰にされたかに関わらず、安全でない行為をしっかり認識するように指導します。ＵｎｉｔⅠでは、自転車や銃を例にとり、また、どこか行くときは、保護者に聞き、誰かに誘われても、付いて行かないことなど、安全のルールを学びます。ＵＮＩＴⅡでは、安全な接触と安全でない接触について見分け、ＵＮＩＴⅠと同様に、子どもが望まない接触については、ＮＯと言ったり、大人に伝えるなどを学びます。最後にＵＮＩＴ３では、危険な状況で、しっかりと主張し、大人に助けを求めることなどを学びます。
このように、「Talking about Touching」は自分の身を守るための被害者にならないためのプログラムです。もう一歩進めて、自分が加害者にならないための暴力防止のプログラムが「セカンドステップ」です。前号でお伝えしましたが、「セカンドステップ」に対して、まず自分を守るという意味でのファーストステップに相当するのがこの「Talking about Touching」です。「ファーストステップ」という名称のプログラムもあるようですが、「セカンドステップ」や「Talking about Touching」とは全く関係のないものであることをご承知おきください。
５月６月のテーマは、「セカンドステップ　ちょっとした疑問・質問」です。
以前から疑問に感じていたこと、些細なことだけれどもちょっと聞いてみたい
な、と思っていたことなど、ぜひお寄せ下さい。小さな疑問を皆さんで解消し
合っていきませんか。
mmm@cfc-j.org <mailto:mmm@cfc-j.org>にてお待ちしております。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● フリー投稿コーナー
今回は、投稿はありませんでした。
レッスンのこと、会の運営のことなどなど、みなさんからのご意見を幅広く
お待ちしております。
お気軽に　mmm@cfc-j.org <mailto:mmm@cfc-j.org>　までお寄せください。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

● お知らせ
 ◇ 研修会ファシリテーター募集　◇
　第20回研修会（2006/6/3～4）にてファシリテーターを務めてくださる方を
　募集しています。詳しくは、事務局までお問い合わせください。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● 今後の研修会
第20回研修会（開催日　2006/6/3～4）　東京　残りわずかです。
第21回研修会（開催日　2006/7/30～31）東京
第22回研修会（開催日　2006/8/5～6）　大阪
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
投稿の際は、投稿者名（実名の可否、イニシャルなど）もご記入下さるよう
お願いいたします。
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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